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●

れ
こ
れ
あ
名
地
の
市
武
山

 

①

　

候
気
や
形
地
の
地
土
の
そ
、
は
名
地

が
手
な
重
貴
る
知
を
ど
な
史
歴
、
土
風

ち
た
人
だ
ん
住
に
こ
そ
。
す
で
り
か

と
産
遺
化
文
る
え
伝
に
日
今
を
み
営
の

）
会
員
委
備
準
集
編
民
市
（。
す
ま
し
ト

】
市
武
山
【

来
由
の
名
市
）
し
む
ん
さ
（

治
11

に
）
年

山
辺

成
旧
、
市
金
東
（
郡

、
市
里
白
網
大
、
部
一
の
町
武
山
・
町
東

と
）
町
里
九
十
九

武
射

町
武
山
・
町
東
成
、
町
尾
松
旧
。
も
と

山
芝
、
町
光
芝
横
、
村
沼
蓮
、
部
一
の

名
地
の
辺
山
。
生
誕

・
人
歌
葉
万

山
部
赤

山
辺
と
武
射
か
ら

・

・

れ
ら
け
つ
ら
か
と
こ

。
す
ま
り
あ
が
え

　

」
塚
人
赤
「
る
れ
さ
と
墓
の

・
真
写
（

）
上
左

て
れ
ら
祀
が
」
像
坐
人
赤
「
や

に
塚
人
赤
。
す
ま
り
あ
が
寺
光
法
る
い

ば
れ
み
て
で
出
ち
う
ゆ
浦
の
子
田
「
は

け
り
降
は
雪
に
嶺
高
の
士
富
ぞ
に
白
真

。
す
ま
い
て
れ
ま
刻
が
首
一
の
」
る

】
東
成
【

が
尊
武
本
日
）
う
と
る
な
（

洋
平
太
た
見
ら
か
地
の
こ
、
折
の
征
東

）
戸
鳴
（」
濤
鳴
「
で
ん
な
ち
に
波
荒
の

、
け
づ
名
と

　

ト
ル
ガ
ン
「
る
す
味
意
を
」
所
場
る
い

り
あ
が
説
う
い
と
来
由
の
名
地
が
」
ウ

、
に
う
よ
じ
同
。
す
ま

川
田
作

マ
、
は

海
（」
イ
タ
ク
タ
「
や
）
川
る
す
進
突
て

ま
い
い
と
た
じ
転
ら
か
）
川
る
れ
流
へ

縦
を
洋
平
太
、
く
か
も
と
は
偽
真
。
す

に
こ
こ
が
々
人
の
族
リ
オ
マ
、
て
し
断

】
尾
松
【

明
（
年
９
６
８
１
）
お
つ
ま
（

地
の
こ
が
藩
川
掛
・
州
遠
に
）
年
２
治

名
地
が
と
こ
た
い
築
を
城
、
し
転
移
に

川
掛
は
ち
た
士
藩
川
掛
。
す
で
来
由
の

と
こ
た
い
で
ん
呼
と
城
尾
松
を
城
居
の

と
」
尾
松
「
も
に
地
土
い
し
新
、
ら
か

尾
松
。
た
し
ま
け
づ
名
て
め
こ
を
着
愛

国
全
う
い
と
城
築
の
後
還
奉
籍
版
は
城

）
左
・
真
写
（

。

ス
め

ッ

す
すお

ポ

トら
く
さ
夢
柳
小

木戸川右岸の小柳橋から中台橋までの約２キロ
に及ぶ桜並木。あまり知られていない山武の新
名所です（写真は平成 25 年４月１日撮影）。

】
根
羽
赤
・
羽
赤
【

尾
松
）
ね
ば
か
あ
（

名
地
の
羽
赤
や
根
羽
赤
に
区
地
岡
豊
町

そ
。
す
ま
り
あ
が
角
一
た
れ
ら
け
つ
が

じ
同
と
羽
赤
の
区
北
・
京
東
は
名
地
の

野
平
東
関
。
す
ま
い
て
れ
わ
い
と
来
由

堆
が
灰
山
火
る
よ
に
火
噴
の
山
士
富
は

と
こ
る
え
見
く
赤
が
地
土
、
と
る
れ
ら

「、
ら
か

赤
埴

羽
赤
に
後
、
び
呼
と
」

。
す
で
の
た
れ
ら
て
当
が
字
の
ど
な

　

の
町
武
山
旧

埴
谷

、
で
じ
同
も
区
地

そ
。
す
ま
い
い
と
来
由
が
谷
る
あ
土
埴

染
く
赤
を
物
着
、
器
陶
や
瓦
は
土
の
こ

で
う
よ
た
れ
さ
用
利
て
し
と
料
染
る
め

べ
並
に
状
輪
に
り
周
の
墓
を
物
動
や
形

に
う
よ
ぶ
呼
と
」
輪
埴
「
ら
か
と
こ
た

江
戸
時
代
に
は
成
東
に
改

称
さ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

の
代
時
良
奈
、
は人

だ
ん
住
り
移
が

伝
い
言
う
い
と
た

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

これから一年間、SUNムシくんと一緒に
山武市の魅力を見つけましょう

【作者：千葉大学　デザイン文化計画研究室】

SUNムシくんの４コマ漫画
の掲載が始まるよ。

山
武
短
歌
会

光
さ
す
秋
は
紅
葉
の
か
ら
に
し
き

唐
錦
大
和
の
国
は
い
ろ
ど
り

　

彩
の
中

 

半
沢
　
今
子

久
々
に 

　ひ
ま
ご

曾
孫
と
暮
ら
す
一
日
は
驚
き
喜
び
部
屋
に
満
ち
た
り
鈴
木
　
こ
う

畑
の
す
み隅
色
と
り
ど
り
の
菊
を
植
え
見
事
に
咲
き
ぬ
仏
壇
に
供
う石
田
　
邦
夫

洗
濯
機
共
に
暮
ら
し
し
二
八
年
今
日
も
元
気
で
我
が
家
の
宝
平
山
　
美
恵

同
い
年
の
親
し
き
人
の
旅
立
ち
よ
遺
影
に
し
ば
し
語
り
つ
づ
け
ぬ
蕨
　
　
文
子

命
か
け
抗
議
の 

の
ろ
し
狼
煙
の
天
安
門
赤
の
広
場
に
真
っ
赤
な
ほ
む
ら
炎

中
村
美
津
子

木
犀
は
花
の
匂
を
吹
き
散
ら
し
道
行
く
我
に
深
呼
吸
さ
せ

伊
藤
　
初
子

秋
深
み
さ
庭
に
小
菊
色
ど
り
て
心
な
ご
ま
す
日
々
の
明
け
暮
れ麻
生
さ
ち
子

畦
道
に
ク
ロ
ー
バ
ー
繁
れ
り
懐
か
し
く
地
に
膝
折
り
て
四
つ
葉
探
し
ぬ

北
畠
　
光
枝

半
世
紀
無
農
薬
野
菜
を
作
り
来
て
猛
暑
の
故
か
虫
害
に
泣
く
遠
藤
　
直
子

赤
赤
と
燃
え
る  

も
み
じ

紅
葉
を
な
が
め
つ
つ
孫
の
夢
聞
く
日
だ
ま
り
の
縁
京
相
　
惠
子

身
に
迫
る
老
い
の
兆
し
か
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
金
具
外
せ
ず
灯
火
に
喘
ぐ

木
内
　
栄
子

冷
え
る
朝
ジ
ャ
ッ
ジ
ャ
ッ
ジ
ャ
ッ
と
鶯
の
師
走
の
庭
に
春
を
待
つ
が
に

富
谷
　
治
代

ば
ら
園
に
行
く
二
十
五
キ
ロ
の
こ
の
道
は
息
子
の
勤
務
す
る
学
校
へ
の
道

岩
沢
　
静
枝

高
齢
の
我
が
生
方
は
如
何
に
せ
ん
出
来
得
る
か
ぎ
り
自
分
で
な
す
よ

鈴
木
　
治
子

こ

▼
千
葉
大
学
の
学
生
が
地
域
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
果
た
す
役
割
を
研
究
テ
ー
マ
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、

　
市
の
魅
力
な
ど
を
紹
介
す
る
４
コ
マ
漫
画
の
掲
載
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
シ
リ
ー
ズ

　市
民
記
者
が
行
く
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